
2008年度 小委員会活動成果報告 
（2009年 2月 6日作成） 

小委員会名 音響数値解析小委員会 主 査 名：佐久間哲哉 
就任年月：2007年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

 環境工学本委員会 
（音環境運営委員会） 

委員長名：井上勝夫 
主 査 名：大鶴徹 

設 置 期 間    2005 年 4月  ～  2009 年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・音場解析における境界条件に関する知見集約 
・新規ベンチマーク問題（吸音境界を有する室内音場）の作成 
・上記ベンチマーク問題の現場実測データの収集 
・ベンチマークホームページ(AIJ-BPCA)の運用・管理 
委員公募の有無：有 

委員構成 
（委員名（所属）） 

佐久間（東大）、富来（大分大）、横田（小林理研）、河井（関西大）、大鶴（大分

大）、堀之内（京大）、坂本（東大）、大嶋（新潟大）、安田（東大）、大久保（小

林理研）、鬼束（ヤマハ）、鶴（日東紡音響）、石塚（清水建設）、鈴木（日本エヴ

ィクサー）、桝本（サイバネット） 

設置WG 
（WG名：目的）  

2008年度予算   95,000円 ホームページ公開の有無：有（暫定） 

委員会 HPアドレス：http://gacoust.hwe.oita-u.ac.jp/AIJ-BPCA/comp_subcom.html 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       ４回（２月委員会を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
１．日本建築学会大会、日本音響学会秋季研究発表会・春季研究発表会などで継

続的に研究成果を公表している。 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．年４回の委員会開催を予定→２月末に委員会を開催し達成予定。 
２．境界条件に関する知見集約→全委員の発表会、データベース作成を実施。 
３．新規ベンチマーク問題の作成→作成完了。 
４．上記ベンチマーク問題の現場実測→参照用実測データを収集。 

委員会活動の問題点 
・課題 1. 来年度は図書刊行企画を開始する。 

＊ 小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。 
＊ 環境本委員会傘下の小委員会においては、上記の活動成果報告書に加えて、以下の自己評価を記入すること。 
＊ 中間年度には中間評価を、最終年度には最終評価としての自己評価を記入すること。 



環境工学本委員会用 自己評価欄 

 

2008年度 小委員会活動 自己評価 
 

(最終年度評価) 
 

総合評価 
(4段階評価) A  

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

2008年度の活動状況の詳細を以下に記述する。 
 
本小委員会では 2006 年度までに音響数値解析に関するベンチマークプラットフ
ォームを立ち上げ、当該分野の研究者・技術者に情報提供を行い、一定の成果を

得た。 
 
今年度は 2007 年度からの新規テーマとして掲げた音場解析における境界条件の
取り扱いに関する研究活動を展開してきている。本テーマは音響数値解析技術の

実務レベルへの普及を考えた場合、極めて重要課題であり、関連する知見が散在

しているのが現状であるため、昨年度はその集約に努めた。今年度は新たに関連

のベンチマーク問題を作成するとともに、7月末に実空間での音響測定を合同で
実施し、貴重な参照データを収集した。その後実測データの分析・整理を行い、

本小委員会で運営するウェブページに公開した。 
 
委員会は予定通りの年４回を開催した。各委員は既往研究の整理、新規研究の実

施を通して、それらの成果を持ち寄って紹介した。加えて、成果物としての既往

研究リストの作成に取り組んだ。上述の合同音響測定を実施したことに加えて、

2月末には最終年度の成果報告を兼ねて、第 63回音シンポジウム「建築部位音響
性能の数値シミュレーション」を建築会館にて開催する。さらには、来年度から

の出版企画を議論し、書籍のタイトル、目次案など構成をほぼ固めるに至った。
 
来年度は本小委員会とは別に、企画刊行運営委員会傘下に新規に音環境の数値シ

ミュレーション刊行小委員会を設置する予定である。加えて、本小委員会と関連

して応募した若手特別研究委員会が採択され、新規に建築音響数値解析オープン

ソースソフトウエア整備委員会が立ち上がり、成果を共有して出版にも反映でき

る連携体制を整備した。 
 
以上、当初の目標以外にも新展開が図られたことから、総合評価を Aとする。 

 
 総合評価は 4段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。 
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、
小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。 

A評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 
 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。 

 


